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研究成果の概要（和文）：本研究では、英語教育で文学作品を効果的に活用するための読解法 "Dual Text Approach"(
DTA)を考案・開発した。DTAとは、Graded Readers (GRs)の読解をベースにしながら、文学作品の原著の中でliterarin
ess（文学性）が顕著にみられる箇所を抜粋し、GRsと比較読みをすることで、GRsには欠落しているliterarinessを学
習者が味わうことを目的とした読解法である。DTAが学習者に及ぼす影響を質問紙により検証した結果、DTAは学習者の
情意面にある一定程度の有意な影響を及ぼすことがわかった。

研究成果の概要（英文）：In this research, we develop a new approach to read literary works, which we call 
‘Dual-text approach’(DTA). DTA encourages students to pay more attention to the language forms as well 
as get a taste of authenticity and literariness. Students are assigned certain pages of a graded reader 
to read before each class. In class, students are given extracts from the authentic literature to read 
side by side with the corresponding pages in the GR, to find the differences in expressions and 
literariness between those texts. We conducted a pre-post questionnaire survey of the students studying 
with the DTA. The results of the questionnaire survey revealed that our students had positive attitudes 
to DTA.

研究分野：英文学・演劇

キーワード： 文学作品　英語教育

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 現在、日本の大学英語教育では、英米文学
作品を用いた英語教育は、コミュニケーショ
ン重視の実学志向とは相容れないものとさ
れているが、これはあくまで教授法の問題で
あって、英語教育のコンテンツとして文学作
品を用いることが、コミュニケーション重視
の教育と相反することにはならない。文学作
品を英語教育のコンテンツとして用いる方
法を工夫すれば、文学作品を利用した英語教
育が学習者に効果的に作用するのではない
かと考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、文学作品をコーパス分析
して英語教育に利用し、学習者が質的・量的
にバランスの取れたインプットをすること
で、学習者の情意面に与える効果を検証する
ことにある。まず、文学作品のコーパス化を
通じて、目標とする言語項目や文法項目を効
率的に選定する。その上で、コミュニケーシ
ョン活動を重視しながら、学習項目に学習者
の注意を向けさせる FonFを授業実践の場で
行う。これにより、学習者の英語力や動機づ
け、さらにはコミュニケーション力向上に効
果があることが期待できる。 
 
３．研究の方法 
（1）平成 25年度は、学習者の嗜好を意識し
た文学作品を選定し、それをコーパス化した。
また、ターゲットとする言語項目・文法項目
の特定および選定を行い、質的・量的にバラ
ンスのとれたインプットができる教材を選
定した。 
 
（2）平成 26年度には、研究代表者や研究分
担者の勤務する大学を中心にして、平成 25
年度に選定した教材を用いた授業実践を行
った。また学習者に対して、授業前後にアン
ケート調査やインタビュー調査を実施して、
学習者の英語力や動機づけに与える効果な
どを多角的に検証した。プレ－ポストでの変
化を比較・検討する手法を用いることによっ
て、授業実践による教育的効果を測定した。
こうして得られた情報を統計的に考察する
ことで、コーパス分析を利用した文学作品を
英語教育に用いることが、学習者に及ぼす効
果を総合的に検証できた。 
 
(3) 平成 27 年度は、平成 26 年度で得られた
研究結果を国内外の学会にて学会報告を行
った。 
 
４．研究成果 
（1）新しい文学作品の読み方(Dual Text 
Approach)の開発： 
 文学作品を英語教育に用いる際に問題と
なるのが、文学作品に出てくる英語の難易度
である。シェイクスピアを筆頭に英米文学作
品に出てくる英語の難易度は総じて高い。こ

うした現状を考慮して、学習者の英語力に合
わせて文学作品を retold したものが、多読
用教材として普及している Graded Readers
（以下、GRs）である。学習者は自分の英語
力に合わせて好きな作品を選び、話の筋の大
意を掴むことができる。ただし問題として挙
げられるのが、GRs の英語と本物の「文学作
品」の英語との乖離である。GRs は学習者の
英語力に合わせて語彙や字数を制限し、表現
や内容を簡易化している。McKay (1982)は、
「簡易化は情報が希薄化され、均質化された
テクストを生成する」というデメリットを指
摘している。こうした簡略化は、文学作品が
本来持つ “literariness”（文学的言語形式）
を損なう。一方で、文学作品を授業で用いる
には英語の難しさの問題に加えて、文章の長
さの問題がある。難易度の高い英語の文章を
大量かつ短時間でインプットすることは難
しい。１学期間、もしくは１年間を要しても、
１クラスの授業で、小説などの長編作品を通
読するのは困難である。短編を扱えばこの問
題は解決できるかもしれないが、数や種類が
限定されてしまう。また多くの大学英語教科
書に見られるように、文学テクストから英文
の一部を抜粋して取り上げるという方法も
あるが、Brumfit & Carter (1986)や Widdowson 
(1979) が指摘するように、テクストからの
一部抜粋は、話の繋がり、さらには意味や仕
掛けなどを断絶してしまう恐れがある。作品
全体のストーリーを読んでこそ、文学作品を
味読したと言える。 
 こうした文学作品とGRsがもつ欠点を補い
ながら、その長所を最大限生かすには、文学
作品と GRs を比較しながら読む方法
（Dual-Text Approach, 以下、DTA）が有効
ではないかと考えた。まず、外国語を習得す
る上で、学習者が英語を大量にインプットす
る必要があることは、これまでの SLA（Second 
Language Acquisition）研究で示されている
（Krashen, 1982）。そこで、学習者の英語力
に合った GRs を使用し、大量のインプットを
学習者に与える。ただし、GRs の英語は学習
者の英語力に合わせて簡略化（simplify）さ
れているため、精緻化（elaborate）などと
は異なり、内容理解は助けても、言語習得は
あまり促進しないという短所がある（Long, 
2009）。この短所を補うために、特徴的な文
学的言語形式が見られる箇所を原作から抜
粋し、学習者はその抜粋と GRs の該当箇所を
並べて、比較読みを行う。学習者が GRs でプ
ロットを理解した後に、文学作品の抜粋を比
較しながら読むことで、文学作品の言語形式
に焦点を合わせて深く読むことができ、それ
は、インプットの精緻化に繋がることになる。
さらに、文学作品に出てくる会話表現や会話
を支えるコンテクストを学ぶことで、コミュ
ニケーション能力の向上も期待できる。この
ように GRs と原作の比較読みを行うことで、
学習者は質と量を兼ね備えたインプットを
得ることができ、学習者の言語習得面・情意



面において、有益な影響を及ぼすことが期待
できる。 
 
（2）DTA が学習者に及ぼす効果： 
私立大学の年生約 100 人に対して、GRs と
文学作品を併用したDTAアプローチによる授
業を実施した。宿題として毎回 GRs の指定個
所を事前に読み、要約と疑問点を書いてくる
よう指示した。読解量は、半期 15 回の授業
で学生が GRsを 3、4冊読解するようにした。
授業では、宿題の指定個所から文法項目をタ
ーゲットにしたワークシートを用意し、ロー
ルプレイなどのコミュニケーション活動を
通して、学習者がターゲットとする文法項目
を暗示的に習得できるようにした。その後、
指定個所から特に注目したい文学的言語形
式を含む文章を抽出し、GRs の英文との比較
読みを行った。こうして深くオーセンティッ
クな英文に触れることで、GRs を読む際には
気づかなかった言語形式への「気づき」を促
し、文学作品の持つ literariness を味わう
ことができると考えた。 
この指導法の学習効果を測るために、本研
究では授業実践後にアンケート調査を実施
し、とりわけ学習者の動機づけなど情意的側
面に与える効果を検証した。アンケートでは、
「価値」（7件法、計 4項目、項目例「この学
習法は、自分にとって(1) 全く役に立つと思
わない～(7) とても役に立つと思う」）、「期
待」（7件法、計 4項目、項目例「この学習法
を使えば、自分はきちんと読める自信が(1) 
全くない～(7) とてもある」、「文学作品への
興味・関心」（7件法、計 4項目、項目例「こ
の学習法によって、文学的表現に気づくこと
ができたと(1) 全く思わない～(7) 強く思
う」）に関する質問紙調査、ならびに学習法
について思ったこと/感じたことを自由に記
述してもらう自由記述調査を行った。質問紙
調査の結果から、対象となった大学生は DTA
の価値を強く認識し（M = 5.50, SD = 0.98）、
文学作品に対する魅力も感じていた（M = 
5.12, SD = 0.96）一方、文学作品を読み込
む自信については前者に比べ若干低い傾向
（M = 4.52, SD = 0.97）が見られた。ただ
し、自由記述からは「登場人物や誰が言って
いるセリフか理解しながら読むのは難しい
と思いました。でもこれを学習法として取り
入れると、読む力や理解力も上がるのかなと
思います」「オリジナルの作品の意味を理解
することが難しくても、多読教材と組み合わ
せて読めば、難しい表現の意味の理解に役立
つし、表現の幅が広がると思う」などのコメ
ントも得られ、ある程度継続して DTA を取り
入れた教育実践を行うことで、学習者の自信
や期待を高められる可能性のあることが示
唆された。 
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